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Borg & Groenen （2005）の山登りモデル（hill-climbing model）を利用した。これは, 布置
座標の空間に高低差を考えることで, 下りの方向となる対象AからBは行きやすいが, 登りの方向と
なる対象BからAは行きにくい, といった非対称性を表現するモデルである。このモデルのもとで, マ
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